
令
和
３
年
の
救
急
出
動
は
、
３
２
４
０
件

で
、
２
８
９
７
人
が
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
一
日
平
均
8.9
回
救
急
車
が
出
動
し
、

圏
域
住
民
の
約
25
人
に
１
人
が
救
急
車
を
利

用
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
前
年

と
比
較
す
る
と
、
出
動
件
数
で
１
６
３
件
、

搬
送
人
員
で
１
６
４
人
の
増
加
と
な
っ
て
い

ま
す
。

搬
送
人
員
の
割
合
と
し
て
、
事
故
種
別
で

は
急
病
が
全
体
の
約
69
％
、
年
齢
別
で
は
65
歳

以
上
の
高
齢
者
が
約
72
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
傷
病
程
度
別
で
は
入
院
加
療
が
必

要
な
重
症
が
約
16
％
、
中
等
症
が
約
48
％
に

対
し
、
入
院
加
療
を
必
要
と
し
な
い
軽
症
が

約
33
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
の
出
動
件
数
３
２
４
０
件
の
う

ち
不
搬
送
が
３
５
８
件
あ
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
緊
急
性
な
し
等
は
１
８
９
件
、

誤
報
・
い
た
ず
ら
等
に
よ
る
も
の
は
27
件
あ

り
ま
し
た
。

本
当
に
救
急
車
が
必
要
な
方
の
た
め
に
限

ら
れ
た
台
数
を
最
大
限
に
活
用
で
き
る
よ
う
、

救
急
車
の
適
正
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

宮
城
県
は
、
夜
間
・
休
日
の
急
な
病
気
や

け
が
で
、
救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か
迷
う
と
き

や
、
応
急
処
置
の
方
法
が
知
り
た
い
と
き
の

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

看
護
師
等
が
、
受
診
の
必
要
性
や
医
療
機

関
を
案
内
し
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
お
と
な
救
急
相
談
　
＃
７
１
１
９

　
平　
日　
　
19
時
〜
翌
８
時

　
土　
曜　
　
14
時
〜
翌
８
時

　
日
曜･

祝
日 

24
時
間

◆
こ
ど
も
夜
間
安
心
コ
ー
ル
＃
８
０
０
０

　
毎　
日　
　
19
時
〜
翌
８
時
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当
広
域
管
内
に
お
け
る
令
和
３
年
の
火
災

件
数
は
19
件（
前
年
比
４
件
減
）で
、昭
和
47
年

の
広
域
消
防
発
足
以
来
２
番
目
に
少
な
い
件

数
と
な
り
ま
し
た
。

火
災
に
よ
る
負
傷
者
は
２
人（
前
年
比
５
人

減
）で
し
た
が
、死
者
は
０
人
で
、４
年
続
け
て

「
火
災
に
よ
る
死
者
ゼ
ロ
」
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

火
災
種
別
は
、
建
物
火
災
が
12
件（
前
年
比

１
件
減
）、林
野
火
災
が
２
件（
同
２
件
減
）、車

両
火
災
が
０
件（
同
１
件
減
）、船
舶
火
災
が
０

件（
同
２
件
減
）、
そ
の
他
火
災
が
５
件（
同
２

件
増
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

出
火
原
因
別
で
は
、
最
も
多
い
の
が
「
ス

ト
ー
ブ
」、「
こ
た
つ
」（
各
２
件
）で
、そ
の
他
は

「
た
ば
こ
」や「
線
香
」な
ど（
各
１
件
）と
な
っ

て
い
ま
す
。

月
別
で
は
、
最
も
多
い
の
が
１
月
の
５
件
、

次
い
で
６
月
の
３
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
空
気
が
乾
燥
し
風
が
強
く
、

山
火
事
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
ま
す
。

過
去
の
山
火
事
の
主
な
原
因
は
ゴ
ミ
焼
き
や

た
き
火
、た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
に
よ
る
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。

屋
外
に
お
け
る
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。（※

野
外
焼
却
は
法
律
で
原

則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。）

総
務
省
消
防
庁
に
て
、平
成
29
年
か
ら
令
和

元
年
ま
で
の
３
年
間
に
発
生
し
た
住
宅
火
災

（
放
火
・
放
火
の
疑
い
を
除
く
）
に
お
け
る
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
効
果
を
分
析
し
た

と
こ
ろ
、設
置
し
て
い
な
い
住
宅
１
０
０
件
あ

た
り
の
死
者
の
割
合
が
11
人
な
の
に
対
し
、設

置
し
て
い
る
住
宅
１
０
０
件
あ
た
り
の
死
者

の
割
合
は
5.3
人
と
な
っ
て
お
り
、死
者
が
半
減

し
て
い
ま
し
た
。

火
災
か
ら
「
か
け
が
え
の
な
い
命
」
を
守
る

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
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。

ま
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設
置
し
て
あ
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警
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目
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新
し

い
も
の
と
取
り
換
え
ま
し
ょ
う
。
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※入賞作品22点は、5月8日（日）までリアス・アーク美術館で展示されています。

※「題名」（撮影地）
氏名（住所）の順

最優秀賞：「日本一を目指して」（魚市場）
村上　淳さん（気仙沼市）

第６回

気仙沼・南三陸
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「緊
急
で
す
か
？
本
当
に
⁉
」

広報
けせんぬま・もとよし広域

緊急性なし等
189件

誤報・いたずら等
27件

明らかな
死亡
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他車（隊）搬送
22件

その他
35件

不搬送
358件

広域
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優
秀
賞

佳

　作

賞
候
補

※

「
題
名
」（
撮
影
地
）

　
氏
名（
住
所
）の
順

※

「
題
名
」氏
名

　（
住
所
）の
順

「Message to the future. 未来への伝言」
（南三陸町震災復興祈念公園）
三浦　明彦さん（登米市）

「海鳥たちの気嵐見物」（母体田港）
菊田　清一さん（気仙沼市）

「山里の春」（廿一地区）
菊田　清一さん（気仙沼市）

「夜明けに染まるツツジ」（田束山）
吉田　真一さん（気仙沼市）

「祈りの先に見えるもの」
（気仙沼市復興祈念公園）
佐藤　剛士さん（気仙沼市）

　「
未
来
に
残
し
た
い
、私
た
ち
の
今
」を
テ
ー
マ
に
気
仙
沼
市
・

南
三
陸
町
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
を
対
象
と
し
た
、
当
組
合
主
催

の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
三
十
九
人
の
方
か
ら
八
十
一
点
の
作
品
を
ご
応
募
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
審
査
は
、一
月
十
四
日
に
気
仙
沼
・
本
吉
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
審
査
委
員
長
で
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
の
斎
藤
秀
一
氏

（
斎
藤
秀
一
写
真
事
務
所
・
仙
台
市
在
住
）
よ
り
、「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
外
出
が
難
し
い
中
、
応
募
が
多
数
あ
っ

た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
作
品
は
前
年
度
と
同
様
、
風
景
を
写

し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
非
常
に
レ
ベ
ル
が
高
く
、

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
豊
富
だ
っ
た
の
で
楽
し
く
選
ば
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。」
と
の
総
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

○組合設立50周年記念事業

○第７回気仙沼・南三陸フォトコンテスト

○消防指令システム延命更新

○リアス・アーク美術館30周年記念展企画
　ワークショップ

○N.E.blood21  vol.78～ vol.81

○リアス・アーク美術館円卓会議

令和４年度　予算の概要をお知らせします
令和４年２月８日に開かれた第221回組合議会定

例会において、『令和４年度一般会計予算』が原案

のとおり承認されましたので、そのあらましについて

お知らせします。

令和４年度の主な事業

歳出の主な内容
議会費　121万7千円（0.06％）
組合議会運営費

総務費　7,084万6千円（3.39％）
一般事務費、計画策定費、
リアス・アーク美術館企画展等

消防費　18億4,852万6千円（88.51％）
防災・消防・救急活動費・施設管理費等

教育費　1億1,695万7千円（5.6％）
リアス・アーク美術館施設管理費等

公債費・予備費　5,089万円（2.44％）
組合債の返済金等

※（ ）内は構成比

分担金・負担金
20億5,312万

5千円

県支出金
982万
2千円

財産収入
5万円

繰入金
1,791万
6千円

繰越金
100万円

諸収入
170万
4千円

歳入

使用料・
手数料
481万
9千円

歳出

公債費
5,039万円

教育費
1億1,695万

7千円

消防費
18億4,852万

6千円

総務費
7,084万
6千円

議会費
121万
7千円予備費

50万円

20億8,843万6千円
総
額

▽「
金
色
気
嵐
満
船
入
港
」

　
菊
田
清
一
さ
ん
（
気
仙
沼
市
）

▽「
開
通
気
仙
沼
湾
横
断
橋
」

　
村
上
淳
さ
ん
（
気
仙
沼
市
）

▽「
復
興
祈
念
公
園
の
乙
女
像
」

　
大
井
憲
一
さ
ん
（
気
仙
沼
市
）

▽「
帰
港
」

　
藤
村
和
也
さ
ん
（
気
仙
沼
市
）

▽「
キ
リ
コ
」

　
小
檜
山
裕
行
さ
ん
（
角
田
市
）

▽「
南
三
陸
・
荒
島
」

　
三
浦
明
彦
さ
ん
（
登
米
市
）

▽「
復
興
の
明
り
」

　
菊
田
司
さ
ん
（
気
仙
沼
市
）

▽「
山
里
の
桜
」

　
西
城
洋
子
さ
ん
（
気
仙
沼
市
）

▽「
ツ
ツ
ジ
の
咲
く
頃
」

　
遠
藤
正
弘
さ
ん
（
南
三
陸
町
）

▽「
ア
ワ
ビ
の
開
口
」

　
小
野
寺
洋
樹
さ
ん
（
気
仙
沼
市
）

「大変よくできました。」（入谷）
佐藤　正行さん（南三陸町）

「大漁の予感」（気仙沼湾・神明崎）
藤原　栄一さん（埼玉県）

「夏が来た」（小泉海岸）
足利　義信さん（一関市）

「師走のさんさん商店街」（さんさん商店街）
小檜山　裕行さん（角田市）

「気仙沼盛合せ」（気仙沼港）
松田　浩平さん（北海道）

「ライトアップ・中橋」（中橋（志津川））
三浦　明彦さん（登米市）

❷❸ 広報「けせんぬま・もとよし広域」2022.3.1広報「けせんぬま・もとよし広域」2022.3.1
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お知らせします。

令和４年度の主な事業

歳出の主な内容
議会費　121万7千円（0.06％）
組合議会運営費

総務費　7,084万6千円（3.39％）
一般事務費、計画策定費、
リアス・アーク美術館企画展等

消防費　18億4,852万6千円（88.51％）
防災・消防・救急活動費・施設管理費等

教育費　1億1,695万7千円（5.6％）
リアス・アーク美術館施設管理費等

公債費・予備費　5,089万円（2.44％）
組合債の返済金等

※（ ）内は構成比

分担金・負担金
20億5,312万

5千円

県支出金
982万
2千円

財産収入
5万円

繰入金
1,791万
6千円

繰越金
100万円

諸収入
170万
4千円

歳入

使用料・
手数料
481万
9千円

歳出

公債費
5,039万円

教育費
1億1,695万

7千円

消防費
18億4,852万

6千円

総務費
7,084万
6千円

議会費
121万
7千円予備費

50万円

20億8,843万6千円
総
額

▽「
金
色
気
嵐
満
船
入
港
」

　
菊
田
清
一
さ
ん
（
気
仙
沼
市
）

▽「
開
通
気
仙
沼
湾
横
断
橋
」

　
村
上
淳
さ
ん
（
気
仙
沼
市
）

▽「
復
興
祈
念
公
園
の
乙
女
像
」

　
大
井
憲
一
さ
ん
（
気
仙
沼
市
）

▽「
帰
港
」

　
藤
村
和
也
さ
ん
（
気
仙
沼
市
）

▽「
キ
リ
コ
」

　
小
檜
山
裕
行
さ
ん
（
角
田
市
）

▽「
南
三
陸
・
荒
島
」

　
三
浦
明
彦
さ
ん
（
登
米
市
）

▽「
復
興
の
明
り
」

　
菊
田
司
さ
ん
（
気
仙
沼
市
）

▽「
山
里
の
桜
」

　
西
城
洋
子
さ
ん
（
気
仙
沼
市
）

▽「
ツ
ツ
ジ
の
咲
く
頃
」

　
遠
藤
正
弘
さ
ん
（
南
三
陸
町
）

▽「
ア
ワ
ビ
の
開
口
」

　
小
野
寺
洋
樹
さ
ん
（
気
仙
沼
市
）

「大変よくできました。」（入谷）
佐藤　正行さん（南三陸町）

「大漁の予感」（気仙沼湾・神明崎）
藤原　栄一さん（埼玉県）

「夏が来た」（小泉海岸）
足利　義信さん（一関市）

「師走のさんさん商店街」（さんさん商店街）
小檜山　裕行さん（角田市）

「気仙沼盛合せ」（気仙沼港）
松田　浩平さん（北海道）

「ライトアップ・中橋」（中橋（志津川））
三浦　明彦さん（登米市）
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気仙沼・本吉地域広域行政事務組合
人事行政の運営等の状況について

　組合職員の任免、給与、勤務条件などの公平性及び透明性確保のため、地方公務員法及び
組合条例の定めにより、人事行政の運営等の状況について公表します。

１．職員の任免及び職員数に関する状況（特別職を除く）

（1） 職員数の状況

区　分

一般職

消防職

合　計

20（0）人

185（0）人

205（0）人

1人

0人

1人

0人

0人

0人

0人

2人

2人

19（1）人

187（0）人

206（1）人

R2. 4. 1現在
職員数

（うち再任用者数）

R3. 4. 1現在
職員数

（うち再任用者数）

R2. 4. 2～R3. 4. 1
再任用者数 新規採用者数退職者数

４．職員数等の状況

（1） 一般行政職の級別職員数の状況
区分 １級

主　事

職員数

構成比

7人

36.8％

２級

主　事

2人

10.5％

３級
係　長
主　査
主　任
5人

26.3％

４級

主　幹

2人

10.5％

５級

館　長

1人

5.3％

６級

事務局
次　長

1人

5.3％

1人

5.3％

７級

事務局長
合計

19人

100％

標準的
な職務
内　容

３．職員給与の状況

（1） 職員給与費の状況（一般会計の当初予算）

区　分 職員数
（A）

給　　与　　費
給　料

２．人件費の状況（一般会計決算）

区　分
歳出額
（A）

千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円

令和２年度

206人令和２年度 718,791

職員手当

226,349

期末・勤勉手当 計（B） 
１人あたり
給与費
（ B/A ）

281,024 1,226,164 5,952

実質収支 人件費比率
（B／A）

人件費
（B）

1,958,635 33,059 1,494,195 76.3％

（参考）
R1年度の
人件費比率
66.7％

区　　　　分 平均給料月額

261,926円

291,197円

318,668円

325,827円

平均給与月額

292,124円

367,006円

431,517円

407,153円

平均年齢

42.2歳

35.0歳

42.1歳

43.0歳

（2） 部門別職員数の状況

※組合定数条例で職員の定数は211人となっている。

※１　職員手当には退職手当を含みません。
※２　特別職に支給される報酬は含みません。

※平均給与月額は平均給料月額に扶養手当、通勤手当、住居手当などの
手当を加えたものです。

一般行政
部　　門

消防部門

事務局

美術館

消　防

7人

12人

187人

206人

7人

13人

185人

205人

0人

△1人

2人

1人

区　　分 職　　員　　数 対前年
増減数 主な増減理由

部　　門

（3） 年齢別職員構成の状況 （令和３年４月１日現在）

（2） 職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況
（令和３年４月１日現在）

区分 計

職員数
（人）
構成比
（%）

20歳
未満

3

1.5

20～
23歳

12

5.8

24～
27歳

33

16.0

28～
31歳

42

20.4

32～
35歳

22

10.7

36～
39歳

19

9.2

40～
43歳

22

10.7

44～
47歳

29

14.1

48～
51歳

8

3.9

52～
55歳

5

2.4

56～
59歳

9

4.4

60歳
以上

2

1.0

206

100

（3） 職員の初任給の状況 （令和３年４月１日現在）

（令和３年４月１日現在）

５．職員手当の状況

（1） 期末手当・勤勉手当支給割合
区　分 手　当　の　内　容

７．職員の勤務条件、服務、研修等の状況

（1） 勤務時間（一般職の標準的なもの）
勤務時間

１日７時間45分

始業時間

午前８時30分

終業時間

午後５時15分

休憩時間
午後０時から
　　 午後１時

職制上の段階、職務の級等による加算措置：5％～15％

区　分

期末手当

勤勉手当

計

6月期

1.275月分

0.950月分

2.225月分

12月期

1.275月分

0.950月分

2.225月分

年　計

2.550月分

1.900月分

4.450月分

増減（対前年度）

△0.050月分

－

△0.050月分

支
給
割
合

期末手当
勤勉手当

（2） 退職手当支給率
区　分 手　当　の　内　容

１．その他の加算措置：定年前早期退職特例措置（2～20％加算）
２．1人あたり平均支給額：0円
 ※ 令和２年度は退職者なし

区　分

自己都合

勧奨・定年

勤続20年 勤続25年

19.6695月分

24.586875月分

28.0395月分

33.27075月分

勤続35年

39.7575月分

47.7090月分

最高限度額

47.7090月分

47.7090月分

支
給
率退職手当

（2） 消防職の級別職員数の状況
区分 １級

消防士

職員数

構成比

53人

28.3％

２級

消防士長

49人

26.2％

３級

23人

12.3％

４級

係　長
所長補佐

主　査
主　任 消防長

29人

15.5％

５級

出張所長
課長補佐
分署長補佐
当直司令
主　　幹

20人

10.7％

６級
次　長
署　長
課　長
副参事
分署長
指揮隊長
12人

6.4％

1人

0.5％

７級

合計

187人

100％

標準的
な職務
内　容

（令和３年４月１日現在）

（令和３年４月１日現在）

（令和３年４月１日現在）

（3） 育児休業の状況（令和２年度）（3） 一般会計における特殊勤務手当
区　　　　　　分

（4） 一般会計における時間外勤務手当

令和２年度

平成元年度

全職種
支給実績（令和２年度決算）
手当の種類（手当数）
支給職員1人あたりの平均支給年額（令和２年度決算）
職員全体に占める手当支給職員の割合（令和２年度決算）

1,615,500円
7種類

11,539円
68.3％

（5） 一般会計におけるその他の手当
区分

扶養
手当

住居
手当

通勤
手当

内　　　　　　　　  容

１　配偶者・父母等：6,500円、子：10,000円
２　その他の扶養親族：１人につき、6,500円
３　特定扶養（満16歳～22歳までの子）：
　　　 １人につき5,000円加算
○　国の制度との異同：国と同じ

支　　給　　総　　額
職員１人あたりの支給年額
支　　給　　総　　額
職員１人あたりの支給年額

32,279,740円
167,253円

39,909,837円
216,901円

区　　分 初任給

一般行政職
大学卒

高校卒

大学卒

高校卒

182,200円

150,600円

208,600円

169,900円

区　　分 初任給

宮城県
（一般行政職）

大学卒

高校卒

大学卒

高校卒

189,600円

155,700円

182,200円

150,600円
消　防　職 国

（一般行政職）

（令和３年４月１日現在）
職　　　名 区分 報酬額

管　　理　　者
副　管　理　者

年額
年額

69,000円
60,000円

職　　　名 区分 報酬額

リアス・アーク美術館
協議会委員 日額 7,400円

ふるさと市町村圏計画広域
活動計画策定住民協議会委員 日額 7,400円

教育長
委　員教育委員会 年額

日額
48,000円
7,400円

弁　護　士
知識経験者

情報公開・
個人情報保護
審査会委員議　長

副議長
議　員

年額
年額
年額

日額
日額

日額

7,400円
8,300円

56,000円
48,000円
46,000円

議　会

議会選出
識見を有
する者 地方公務員法第三条第三

項第二号及び第三号に掲
げる特別職の職員

予算の範囲内
で任命権者が
定める額

監査委員

日額
日額

30,000円
7,400円

合　　計

令和３年度 令和２年度

一 般 行 政 職

消 防 職

宮城県（一般行政職）

　国　（一般行政職）

（令和３年４月１日現在）

（2） 休暇の種類など
種　類 内　　　　容

年次有給休暇 年20日付与
病気休暇 90日以内の必要な期間

その他の休暇 介　護　休　暇：通算して６ヶ月の範囲内で、３回を超えない範囲

特別休暇
（主なもの）

結　婚　休　暇：連続する７日以内
忌　引　休　暇：配偶者10日、血族の父母７日など
夏　季　休　暇：７月～10月までの期間において３日以内
産前・産後休暇：産前８週間以内の申し出た期間、産後８週間
育児時間休暇：１日１時間または１日２回、それぞれ30分

６．特別職の報酬等

区　分
取　得　者

男　性
0人

女　性
0人

計
0人

（4） 職員の分限及び懲戒の処分状況（令和２年度）
①分限処分
免　職
0人

休　職
0人

降　任
0人

降　給
0人

計
0人

②懲戒処分
免　職 停　職

0人0人
減　給
0人

戒　告
0人

計
0人

内
容

①高度救命処置手当　　　1回 1,000円
③機関手当　　　　　　　1回 100円
⑤救助業務手当 1回　200～500円
⑦防疫等作業手当 1日 3,000円～4,000円

②救急業務手当 1回　100～200円
④災害業務手当 1回　200円
⑥救急艇出動手当 1回　200円

１　借家・借間に居住している職員：
　　　 28,000円を限度に家賃に応じて支給
○　国の制度との異同：国と同じ

１　交通機関などの利用者：
　　　 55,000円を限度に運賃に応じて支給
２　交通用具の利用者：
　　　 使用距離に応じて、2,400円～32,700円を支給
○　国の制度との異同：
　　　 １については、国と同じ
　　　 ２については、国は2,000円～31,600円を支給

退職者１人

新規採用者2人

８．職員の健康管理及び
　　公務災害補償制度の状況（令和２年度）

９．公平委員会の状況（令和２年度）

（5） 職員の服務の状況

（6） 職員の研修と勤務成績の評定状況（令和２年度）
①職員研修の実施状況

②勤務成績の評定の状況

区　　　分

宮城県消防学校

受講者数
（延べ数）

20人

研　修　名　等　（人数）

そ　　の　　他
（宮城県主催等） 84人

救急救命東京研修所 2人

合　計 108人

区　　分

総合健康診断

受診者数（延べ数）

282人

内　容　等　（人数）

定期総合診断 341人

・人間ドック（44）
・脳ドック（15）
・各種がん検診（223）

・法定健康診断等
　　春季（194）　秋季（147）

　職員の服務規律は、次の条例などに規定し、公務員と
しての綱紀の保持に努めています。
　①職員の服務に関する規則
　②職員の職務に専念する義務の特例に関する条例・規則

県人事委員会より報告を受けた公平委員会の業務の状況
　①勤務条件に関する措置要求　：該当なし
　②不利益処分に関する不服申立：該当なし

（1） 健康診断の状況

（2） 公務災害の認定状況
加　　入　　団　　体

地方公務員災害補償基金　宮城県支部
認定件数
３件

・初任総合教育（4）　・初級幹部科（2）
・危険物科（2）　・予防査察科（2）
・救急救命士再教育講習（2）
・救急救命士処置拡大講習（8）

・人事評価研修（39）　
・時事講演会（40）　・その他（5）

・救急救命士養成（2）

消 防 大 学 校 2人 ・幹部科（1）　・警防科（1）

職員がその職務を遂行するに当たり、発揮した能
力及び挙げた業績を把握した上で行われる人事評価
制度を導入し、これを任用、給与、分限その他の人
事管理の基礎とするほか、職員の人材育成や組織全
体の士気及び公務能率の向上を図る目的として活用
します。
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気仙沼・本吉地域広域行政事務組合
人事行政の運営等の状況について

　組合職員の任免、給与、勤務条件などの公平性及び透明性確保のため、地方公務員法及び
組合条例の定めにより、人事行政の運営等の状況について公表します。

１．職員の任免及び職員数に関する状況（特別職を除く）

（1） 職員数の状況

区　分

一般職

消防職

合　計

20（0）人

185（0）人

205（0）人

1人

0人

1人

0人

0人

0人

0人

2人

2人

19（1）人

187（0）人

206（1）人

R2. 4. 1現在
職員数

（うち再任用者数）

R3. 4. 1現在
職員数

（うち再任用者数）

R2. 4. 2～R3. 4. 1
再任用者数 新規採用者数退職者数

４．職員数等の状況

（1） 一般行政職の級別職員数の状況
区分 １級

主　事

職員数

構成比

7人

36.8％

２級

主　事

2人

10.5％

３級
係　長
主　査
主　任
5人

26.3％

４級

主　幹

2人

10.5％

５級

館　長

1人

5.3％

６級

事務局
次　長

1人

5.3％

1人

5.3％

７級

事務局長
合計

19人

100％

標準的
な職務
内　容

３．職員給与の状況

（1） 職員給与費の状況（一般会計の当初予算）

区　分 職員数
（A）

給　　与　　費
給　料

２．人件費の状況（一般会計決算）

区　分
歳出額
（A）

千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円

令和２年度

206人令和２年度 718,791

職員手当

226,349

期末・勤勉手当 計（B） 
１人あたり
給与費
（ B/A ）

281,024 1,226,164 5,952

実質収支 人件費比率
（B／A）

人件費
（B）

1,958,635 33,059 1,494,195 76.3％

（参考）
R1年度の
人件費比率
66.7％

区　　　　分 平均給料月額

261,926円

291,197円

318,668円

325,827円

平均給与月額

292,124円

367,006円

431,517円

407,153円

平均年齢

42.2歳

35.0歳

42.1歳

43.0歳

（2） 部門別職員数の状況

※組合定数条例で職員の定数は211人となっている。

※１　職員手当には退職手当を含みません。
※２　特別職に支給される報酬は含みません。

※平均給与月額は平均給料月額に扶養手当、通勤手当、住居手当などの
手当を加えたものです。

一般行政
部　　門

消防部門

事務局

美術館

消　防

7人

12人

187人

206人

7人

13人

185人

205人

0人

△1人

2人

1人

区　　分 職　　員　　数 対前年
増減数 主な増減理由

部　　門

（3） 年齢別職員構成の状況 （令和３年４月１日現在）

（2） 職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況
（令和３年４月１日現在）

区分 計

職員数
（人）
構成比
（%）

20歳
未満

3

1.5

20～
23歳

12

5.8

24～
27歳

33

16.0

28～
31歳

42

20.4

32～
35歳

22

10.7

36～
39歳

19

9.2

40～
43歳

22

10.7

44～
47歳

29

14.1

48～
51歳

8

3.9

52～
55歳

5

2.4

56～
59歳

9

4.4

60歳
以上

2

1.0

206

100

（3） 職員の初任給の状況 （令和３年４月１日現在）

（令和３年４月１日現在）

５．職員手当の状況

（1） 期末手当・勤勉手当支給割合
区　分 手　当　の　内　容

７．職員の勤務条件、服務、研修等の状況

（1） 勤務時間（一般職の標準的なもの）
勤務時間

１日７時間45分

始業時間

午前８時30分

終業時間

午後５時15分

休憩時間
午後０時から
　　 午後１時

職制上の段階、職務の級等による加算措置：5％～15％

区　分

期末手当

勤勉手当

計

6月期

1.275月分

0.950月分

2.225月分

12月期

1.275月分

0.950月分

2.225月分

年　計

2.550月分

1.900月分

4.450月分

増減（対前年度）

△0.050月分

－

△0.050月分

支
給
割
合

期末手当
勤勉手当

（2） 退職手当支給率
区　分 手　当　の　内　容

１．その他の加算措置：定年前早期退職特例措置（2～20％加算）
２．1人あたり平均支給額：0円
 ※ 令和２年度は退職者なし

区　分

自己都合

勧奨・定年

勤続20年 勤続25年

19.6695月分

24.586875月分

28.0395月分

33.27075月分

勤続35年

39.7575月分

47.7090月分

最高限度額

47.7090月分

47.7090月分

支
給
率退職手当

（2） 消防職の級別職員数の状況
区分 １級

消防士

職員数

構成比

53人

28.3％

２級

消防士長

49人

26.2％

３級

23人

12.3％

４級

係　長
所長補佐

主　査
主　任 消防長

29人

15.5％

５級

出張所長
課長補佐
分署長補佐
当直司令
主　　幹

20人

10.7％

６級
次　長
署　長
課　長
副参事
分署長
指揮隊長
12人

6.4％

1人

0.5％

７級

合計

187人

100％

標準的
な職務
内　容

（令和３年４月１日現在）

（令和３年４月１日現在）

（令和３年４月１日現在）

（3） 育児休業の状況（令和２年度）（3） 一般会計における特殊勤務手当
区　　　　　　分

（4） 一般会計における時間外勤務手当

令和２年度

平成元年度

全職種
支給実績（令和２年度決算）
手当の種類（手当数）
支給職員1人あたりの平均支給年額（令和２年度決算）
職員全体に占める手当支給職員の割合（令和２年度決算）

1,615,500円
7種類

11,539円
68.3％

（5） 一般会計におけるその他の手当
区分

扶養
手当

住居
手当

通勤
手当

内　　　　　　　　  容

１　配偶者・父母等：6,500円、子：10,000円
２　その他の扶養親族：１人につき、6,500円
３　特定扶養（満16歳～22歳までの子）：
　　　 １人につき5,000円加算
○　国の制度との異同：国と同じ

支　　給　　総　　額
職員１人あたりの支給年額
支　　給　　総　　額
職員１人あたりの支給年額

32,279,740円
167,253円

39,909,837円
216,901円

区　　分 初任給

一般行政職
大学卒

高校卒

大学卒

高校卒

182,200円

150,600円

208,600円

169,900円

区　　分 初任給

宮城県
（一般行政職）

大学卒

高校卒

大学卒

高校卒

189,600円

155,700円

182,200円

150,600円
消　防　職 国

（一般行政職）

（令和３年４月１日現在）
職　　　名 区分 報酬額

管　　理　　者
副　管　理　者

年額
年額

69,000円
60,000円

職　　　名 区分 報酬額

リアス・アーク美術館
協議会委員 日額 7,400円

ふるさと市町村圏計画広域
活動計画策定住民協議会委員 日額 7,400円

教育長
委　員教育委員会 年額

日額
48,000円
7,400円

弁　護　士
知識経験者

情報公開・
個人情報保護
審査会委員議　長

副議長
議　員

年額
年額
年額

日額
日額

日額

7,400円
8,300円

56,000円
48,000円
46,000円

議　会

議会選出
識見を有
する者 地方公務員法第三条第三

項第二号及び第三号に掲
げる特別職の職員

予算の範囲内
で任命権者が
定める額

監査委員

日額
日額

30,000円
7,400円

合　　計

令和３年度 令和２年度

一 般 行 政 職

消 防 職

宮城県（一般行政職）

　国　（一般行政職）

（令和３年４月１日現在）

（2） 休暇の種類など
種　類 内　　　　容

年次有給休暇 年20日付与
病気休暇 90日以内の必要な期間

その他の休暇 介　護　休　暇：通算して６ヶ月の範囲内で、３回を超えない範囲

特別休暇
（主なもの）

結　婚　休　暇：連続する７日以内
忌　引　休　暇：配偶者10日、血族の父母７日など
夏　季　休　暇：７月～10月までの期間において３日以内
産前・産後休暇：産前８週間以内の申し出た期間、産後８週間
育児時間休暇：１日１時間または１日２回、それぞれ30分

６．特別職の報酬等

区　分
取　得　者

男　性
0人

女　性
0人

計
0人

（4） 職員の分限及び懲戒の処分状況（令和２年度）
①分限処分
免　職
0人

休　職
0人

降　任
0人

降　給
0人

計
0人

②懲戒処分
免　職 停　職

0人0人
減　給
0人

戒　告
0人

計
0人

内
容

①高度救命処置手当　　　1回 1,000円
③機関手当　　　　　　　1回 100円
⑤救助業務手当 1回　200～500円
⑦防疫等作業手当 1日 3,000円～4,000円

②救急業務手当 1回　100～200円
④災害業務手当 1回　200円
⑥救急艇出動手当 1回　200円

１　借家・借間に居住している職員：
　　　 28,000円を限度に家賃に応じて支給
○　国の制度との異同：国と同じ

１　交通機関などの利用者：
　　　 55,000円を限度に運賃に応じて支給
２　交通用具の利用者：
　　　 使用距離に応じて、2,400円～32,700円を支給
○　国の制度との異同：
　　　 １については、国と同じ
　　　 ２については、国は2,000円～31,600円を支給

退職者１人

新規採用者2人

８．職員の健康管理及び
　　公務災害補償制度の状況（令和２年度）

９．公平委員会の状況（令和２年度）

（5） 職員の服務の状況

（6） 職員の研修と勤務成績の評定状況（令和２年度）
①職員研修の実施状況

②勤務成績の評定の状況

区　　　分

宮城県消防学校

受講者数
（延べ数）

20人

研　修　名　等　（人数）

そ　　の　　他
（宮城県主催等） 84人

救急救命東京研修所 2人

合　計 108人

区　　分

総合健康診断

受診者数（延べ数）

282人

内　容　等　（人数）

定期総合診断 341人

・人間ドック（44）
・脳ドック（15）
・各種がん検診（223）

・法定健康診断等
　　春季（194）　秋季（147）

　職員の服務規律は、次の条例などに規定し、公務員と
しての綱紀の保持に努めています。
　①職員の服務に関する規則
　②職員の職務に専念する義務の特例に関する条例・規則

県人事委員会より報告を受けた公平委員会の業務の状況
　①勤務条件に関する措置要求　：該当なし
　②不利益処分に関する不服申立：該当なし

（1） 健康診断の状況

（2） 公務災害の認定状況
加　　入　　団　　体

地方公務員災害補償基金　宮城県支部
認定件数
３件

・初任総合教育（4）　・初級幹部科（2）
・危険物科（2）　・予防査察科（2）
・救急救命士再教育講習（2）
・救急救命士処置拡大講習（8）

・人事評価研修（39）　
・時事講演会（40）　・その他（5）

・救急救命士養成（2）

消 防 大 学 校 2人 ・幹部科（1）　・警防科（1）

職員がその職務を遂行するに当たり、発揮した能
力及び挙げた業績を把握した上で行われる人事評価
制度を導入し、これを任用、給与、分限その他の人
事管理の基礎とするほか、職員の人材育成や組織全
体の士気及び公務能率の向上を図る目的として活用
します。

❹❺ 広報「けせんぬま・もとよし広域」2022.3.1広報「けせんぬま・もとよし広域」2022.3.1



①
歴
史･

民
俗
資
料
展
示

「
方
舟
日
記
〜
海
と
山
を
生
き
る
リ
ア
ス
な
く
ら
し
」

当
地
域
の
歴
史
民
俗
・
生
活
文
化
を

【
食
】
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
紐
解
き
、
手
描
き
イ

ラ
ス
ト
や
写
真
を
添
え
て
紹
介
し
ま
す
。

身
近
な
イ
ベ
ン
ト
、
年
中
行
事
な
ど
の

ル
ー
ツ
や
豆
知
識
を
紹
介
す
る
ミ
ニ
展
示

「
方
舟
漂
流
記
」
。
今
期
は
『
人
形
』
や
『
化

粧
』を
テ
ー
マ
に
展
示
し
ま
す
。

②
収
蔵
美
術
作
品
展
示
　

当
館
と
関
わ
り
の
あ
る
東
北
・
北
海
道
を

中
心
と
し
た
美
術
家
の
作
品
約
70
点
を
作

家
紹
介
と
と
も
に
展
示
し
ま
す
。

③
東
日
本
大
震
災
の
記
録
と

 

津
波
の
災
害
史

当
館
学
芸
員
ら
が
取
材
し
た
記
録
写
真

と
収
集
し
た
被
災
物
に
解
説
を
添
え
、
明

治
29
年
・昭
和
８
年
の
津
波
災
害
史
の
資
料

等
と
と
も
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
津
波
と
地

域
文
化
の
関
係
、
海
と
と
も
に
生
き
る
地
域

の
未
来
を
考
え
ま
す
。

当
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る

故
・
佐
藤
健
吾
エ
リ
オ
氏
の
油
彩
画
作
品

約
30
点
を
展
示
し
、
そ
の
画
業
を
紹
介
し

ま
す
。
佐
藤
氏
は
平
成
14
年
度
に
当
館
で

展
覧
会
を
行
い
、
そ
の
後
も
常
設
さ
れ
る
な

ど
深
い
関
わ
り
の
あ
る
作
家
で
す
。

繊
細
な
心
模
様
を
映
し
た
風
景
画
や
人

物
画
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

佐
藤
健
吾
エ
リ
オ
＝

1968
年
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
生
ま

れ
。
東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
油
画
専
攻
卒
業
、
東
京

芸
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科
修
了
、
平
成
６
年
昭
和

会
展
で
昭
和
会
（最
高
賞
）賞
受
賞
。 

【観
覧
無
料
】

本
企
画
は
気
仙
沼
市
・
南
三
陸
町
の
小

学
生
を
対
象
と
し
た
絵
画
公
募
展
で
す
。

テ
ー
マ
は
「
あ
ん
な
こ
と
、
こ
ん
な
こ
と
し
た

よ
」
。
入
賞
者
に
は
地
域
商
品
券
（
大
賞
＝

２
万
円
分
、
優
秀
賞
＝
５
千
円
分
）
や
図
書

カ
ー
ド
（
佳
作
＝
千
円
分
）
が
贈
ら
れ
ま

す
。
８
月
末
に
学
校
を
通
じ
て
作
品
募
集

す
る
予
定
で
す
。
小
学
生
の
み
な
さ
ん
！

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
！

※

展
覧
会
期
は
11
月
19
日
㊏
～
12
月
25

日
㊐
で
す
。 

【応
募
・観
覧
と
も
に
無
料
】

親
子
で
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ

を
味
わ
う
ク
ラ
フ
ト
教
室
を
夏
休

み
期
間
に
開
講
し
ま
す
。
詳
細
は

学
校
へ
配
布
す
る
チ
ラ
シ
や
７
月

頃
の
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
記
事

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【参
加
無
料
・定
員
８
組
・要
事
前
申
込
】

４
月
か
ら
翌
年
３
月
（
毎
月
第

２･

４
日
曜
日
）
ま
で
の
通
年
ゼ
ミ

で
す
。
絵
画
を
基
礎
か
ら
学
び
、

油
彩
画
を
制
作
し
ま
す
。
参
加
は

無
料
。
高
校
生
以
上
が
対
象
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
当
館
へ
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

親
子
ク
ラ
フ
ト
教
室

[

ア
ブ
ラ
ゼ
ミ] 

開
講
！

共
催
展
覧
会（
予
定
）

●
け
せ
も
い
展
／
９
月
初
旬

●
気
仙
沼
市
立
小
中
学
校
図
工･

美
術
作

品
展
・ユ
ネ
ス
コ
児
童
画
展
／
11
月
初
旬

●
気
仙
沼
市
立
小
中
学
校
児
童
生
徒
書
き

ぞ
め
展
／
２
０
２
３
年
１
月
下
旬

●
気
仙
沼
支
援
学
校
児
童
生
徒
作
品
展
／

２
０
２
３
年
１
月
下
旬

●
気
仙
沼
南
三
陸
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞

作
品
展
／
２
０
２
３
年
２
月
中
旬
～

ワークショップからのお知らせ

夏休み
!

「
食
」
と
人
々
の
暮
ら
し
の
営
み
を
紹
介

す
る
シ
リ
ー
ズ
企
画
「
食
と
地
域
の
暮
ら

し
」
展
の
第
７
回
目
と
な
る
本
展
で
は
、
当

地
域
に
お
け
る
水
産
物
の
「
加
工
」
と
「
流

通
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

冷
蔵
技
術
や
交
通
が
未
発
達
だ
っ
た
頃
、

水
揚
げ
さ
れ
た
水
産
物
の
多
く
は
、
よ
り
長

く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
よ
り
遠
方
に

届
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
様
々
な
形
に
加
工
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
現
在
、
各
地
で
「
郷

土
料
理
」
や
「
名
産
品
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

水
産
加
工
の
歴
史
は
海
の
恵
み
を
少
し

で
も
長
く
安
全
に
、
広
い
地
域
で
、
そ
し
て

美
味
し
く
食
べ
る
た
め
の
、
人
間
の
苦
闘
と

喜
び
の
歴
史
と
言
え
ま
す
。

本
展
で
は
、
私
た
ち
が
食
し
て
い
る
水
産

物
が
、
水
揚
げ
さ
れ
て
か
ら
ど
の
よ
う
に
加

工
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
流
通
し
食
卓
に
上
る

の
か
。
そ
の
過
程
や
移
り
変
わ
り
に
つ
い
て
、

写
真
や
道
具
な
ど
の
展
示
を
通
し
て
考
察

し
ま
す
。

「静かな夏」　千葉幸子／油彩、キャンバス（2点組）各130.3×162.9cm／2021年

横幅が全体で3メートル以上になります。目の前で見ると絵画の世界に包まれるような感
覚になるでしょう。本展では大小さまざまな絵画を展示する予定です。ぜひお楽しみに！

４
月
９
日
㊏
〜
５
月
15
日
㊐

８
月
６
日
㊏
〜
８
月
28
日
㊐

食
と
地
域
の
く
ら
し
展

～
水
産
物
の
加
工
と
流
通
～

第７回水
揚
げ
か
ら
食
卓
ま
で

令
和
４
年
度
の
催
事
紹
介

常
設
展

共
通
チ
ケ
ッ
ト
で

①
②
③
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

【観
覧
無
料
】

本
展
は
東
北
・
北
海
道
在
住
の
若
手
作

家
を
紹
介
す
る
シ
リ
ー
ズ
企
画
で
す
。
第
78

～
81
回
目
と
な
る
４
名
の
作
家
を
２
期
に

分
け
て
紹
介
し
ま
す
。 

【観
覧
無
料
】

N
.E

.

＝N
o
rth E

aste
rn

（東
北･

北
海
道
）

b
lo

o
d

＝
血
筋
、
活
力
、
気
質
、
情
熱

2
1

＝2
1

世
紀
・未
来
を
つ
く
る

※

先
着
順
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

６
月
１
日
㊌
〜
７
月
18
日
㊊

佐
藤
健
吾
エ
リ
オ
展

コ
ロ
ナ
対
策
万
全
で
や
り
ま
す
!!

方
舟
祭
（
は
こ
ぶ
ね
さ
い
）
は
当
館
主
催
の

市
民
参
加
型
文
化
祭
で
す
。
表
現
活
動
を

行
っ
て
い
る
方
々
の
絵
画
・
写
真
・
手
工
芸
等

の
展
示
を
中
心
と
し
た
発
表
を
週
替
わ
り

で
紹
介
し
ま
す
。
６
月
初
旬
頃
か
ら
参
加

者
を
募
集
す
る
予
定
で
す
。
初
め
て
の
方
も

大
歓
迎
！
お
気
軽
に
ご
参
加
・
ご
来
場
く
だ

さ
い
。 

【応
募
・観
覧
と
も
に
無
料
】

第
７
回 L

A
N
D
S
C
A
P
E

・of

・N.E
.

あ
な
た
の
風
景
残
し
ま
せ
ん
か
？

本
展
は
東
北･

北
海
道
の
日
常
的
風
景

を
絵
画
と
し
て
未
来
に
残
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
来
年
度
開
催
の
第
７
回
展
に

向
け
、
風
景
画
を
募
集
し
ま
す
。

◆
対
象
＝
16
歳
以
上
、
東
北
・
北
海
道

在
住
・
出
身
の
方
（
経
歴
不
問
）
◆
応
募
締

切
＝
11
月
13
日
◆
賞
金
＝
最
優
秀
賞
50
万

円
ほ
か
◆
応
募
料
＝
無
料
◆
作
品
規
格
＝

10
～
20
号
／
油
彩
・ア
ク
リ
ル
画

※

詳
細
は
当
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
！
方
舟
祭
２
０
２
２

東
北・北
海
道
の
風
景

〜
公
募
展
作
品
募
集

リ
ア
ス
・
ジ
ュ
ニ
ア

　 

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
vol.
６

９
月
22
日
㊍
〜
10
月
30
日
㊐

リ
ア
ス･

ア
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ク
美
術
館

R
IA
S A
R
K
 M
U
SEU

M
 O
F A
R
T

ホームページＱＲコード

多
様
な
ア
ー
ト
作
品
が
無
料
で
楽
し
め
る
！

気仙沼名産と表記されているよ！
レトロなデザインがかわいい～！

▼アワビ粕漬けの古いラベル

（提供：株式会社 横田屋本店）

 

▲カツオ節の焙乾作業の様子 

（取材協力：株式会社マルヤマ） 
 

気仙沼で水揚げされた肉厚なカツオの半身！
スモークされておいしくな～れ！

 

 

２
月
11
日
㊏
〜
３
月
19
日
㊐

vol.78vol.79

N
.E

.b
lo

o
d

2
1

vol.80vol.81

【観
覧
無
料
】

 

ご来館の皆様へ  
 

当館では新型コロナウイルス感染拡大防止策を実施中です。ご来館の際はマスクの着用を必須とし、
検温・手指の消毒等にご協力ください。※マスクのない方は入館できませんのでご注意ください。

2023 年

̶開館時間̶
午前９時 30 分～午後５時

※最終入館は午後４時 30 分まで

̶休館日̶
毎週月･火曜日、祝日の翌日
年末年始・メンテナンス休館

̶常設展観覧料̶
一般：700（600）円

大学生･専門学生：600（500）円
高校生：500（400）円
小･中学生：350（250）円
※（）は 20 名以上の団体料金

̶所在・お問合せ先̶
〒988-0171気仙沼市赤岩牧沢138-5

TEL：0226-24-1611
FAX：0226-24-1448

Email：riasark.m@nifty.com
http://www.riasark.com

※展覧会期等の記載内容は都合により変更とな
る場合があります。ご利用の際は事前にチラシ
やホームページ等にてご確認ください。

❻広報「けせんぬま・もとよし広域」2022.3.1❼ 広報「けせんぬま・もとよし広域」2022.3.1



①
歴
史･

民
俗
資
料
展
示

「
方
舟
日
記
〜
海
と
山
を
生
き
る
リ
ア
ス
な
く
ら
し
」

当
地
域
の
歴
史
民
俗
・
生
活
文
化
を

【
食
】
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
紐
解
き
、
手
描
き
イ

ラ
ス
ト
や
写
真
を
添
え
て
紹
介
し
ま
す
。

身
近
な
イ
ベ
ン
ト
、
年
中
行
事
な
ど
の

ル
ー
ツ
や
豆
知
識
を
紹
介
す
る
ミ
ニ
展
示

「
方
舟
漂
流
記
」
。
今
期
は
『
人
形
』
や
『
化

粧
』を
テ
ー
マ
に
展
示
し
ま
す
。

②
収
蔵
美
術
作
品
展
示
　

当
館
と
関
わ
り
の
あ
る
東
北
・
北
海
道
を

中
心
と
し
た
美
術
家
の
作
品
約
70
点
を
作

家
紹
介
と
と
も
に
展
示
し
ま
す
。

③
東
日
本
大
震
災
の
記
録
と

 

津
波
の
災
害
史

当
館
学
芸
員
ら
が
取
材
し
た
記
録
写
真

と
収
集
し
た
被
災
物
に
解
説
を
添
え
、
明

治
29
年
・昭
和
８
年
の
津
波
災
害
史
の
資
料

等
と
と
も
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
津
波
と
地

域
文
化
の
関
係
、
海
と
と
も
に
生
き
る
地
域

の
未
来
を
考
え
ま
す
。

当
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る

故
・
佐
藤
健
吾
エ
リ
オ
氏
の
油
彩
画
作
品

約
30
点
を
展
示
し
、
そ
の
画
業
を
紹
介
し

ま
す
。
佐
藤
氏
は
平
成
14
年
度
に
当
館
で

展
覧
会
を
行
い
、
そ
の
後
も
常
設
さ
れ
る
な

ど
深
い
関
わ
り
の
あ
る
作
家
で
す
。

繊
細
な
心
模
様
を
映
し
た
風
景
画
や
人

物
画
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

佐
藤
健
吾
エ
リ
オ
＝

1968
年
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
生
ま

れ
。
東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
油
画
専
攻
卒
業
、
東
京

芸
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科
修
了
、
平
成
６
年
昭
和

会
展
で
昭
和
会
（最
高
賞
）賞
受
賞
。 

【観
覧
無
料
】

本
企
画
は
気
仙
沼
市
・
南
三
陸
町
の
小

学
生
を
対
象
と
し
た
絵
画
公
募
展
で
す
。

テ
ー
マ
は
「
あ
ん
な
こ
と
、
こ
ん
な
こ
と
し
た

よ
」
。
入
賞
者
に
は
地
域
商
品
券
（
大
賞
＝

２
万
円
分
、
優
秀
賞
＝
５
千
円
分
）
や
図
書

カ
ー
ド
（
佳
作
＝
千
円
分
）
が
贈
ら
れ
ま

す
。
８
月
末
に
学
校
を
通
じ
て
作
品
募
集

す
る
予
定
で
す
。
小
学
生
の
み
な
さ
ん
！

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
！

※

展
覧
会
期
は
11
月
19
日
㊏
～
12
月
25

日
㊐
で
す
。 

【応
募
・観
覧
と
も
に
無
料
】

親
子
で
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ

を
味
わ
う
ク
ラ
フ
ト
教
室
を
夏
休

み
期
間
に
開
講
し
ま
す
。
詳
細
は

学
校
へ
配
布
す
る
チ
ラ
シ
や
７
月

頃
の
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
記
事

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【参
加
無
料
・定
員
８
組
・要
事
前
申
込
】

４
月
か
ら
翌
年
３
月
（
毎
月
第

２･

４
日
曜
日
）
ま
で
の
通
年
ゼ
ミ

で
す
。
絵
画
を
基
礎
か
ら
学
び
、

油
彩
画
を
制
作
し
ま
す
。
参
加
は

無
料
。
高
校
生
以
上
が
対
象
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
当
館
へ
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

親
子
ク
ラ
フ
ト
教
室

[

ア
ブ
ラ
ゼ
ミ] 

開
講
！

共
催
展
覧
会（
予
定
）

●
け
せ
も
い
展
／
９
月
初
旬

●
気
仙
沼
市
立
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中
学
校
図
工･

美
術
作
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展
・ユ
ネ
ス
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童
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／
11
月
初
旬

●
気
仙
沼
市
立
小
中
学
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児
童
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徒
書
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ぞ
め
展
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２
０
２
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下
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●
気
仙
沼
支
援
学
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児
童
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作
品
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２
３
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コ
ン
テ
ス
ト
入
賞

作
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２
０
２
３
年
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月
中
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～

ワークショップからのお知らせ
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と
人
々
の
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の
営
み
を
紹
介

す
る
シ
リ
ー
ズ
企
画
「
食
と
地
域
の
暮
ら

し
」
展
の
第
７
回
目
と
な
る
本
展
で
は
、
当

地
域
に
お
け
る
水
産
物
の
「
加
工
」
と
「
流

通
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

冷
蔵
技
術
や
交
通
が
未
発
達
だ
っ
た
頃
、

水
揚
げ
さ
れ
た
水
産
物
の
多
く
は
、
よ
り
長

く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
よ
り
遠
方
に

届
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
様
々
な
形
に
加
工
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
現
在
、
各
地
で
「
郷

土
料
理
」
や
「
名
産
品
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

水
産
加
工
の
歴
史
は
海
の
恵
み
を
少
し

で
も
長
く
安
全
に
、
広
い
地
域
で
、
そ
し
て

美
味
し
く
食
べ
る
た
め
の
、
人
間
の
苦
闘
と

喜
び
の
歴
史
と
言
え
ま
す
。

本
展
で
は
、
私
た
ち
が
食
し
て
い
る
水
産

物
が
、
水
揚
げ
さ
れ
て
か
ら
ど
の
よ
う
に
加

工
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
流
通
し
食
卓
に
上
る

の
か
。
そ
の
過
程
や
移
り
変
わ
り
に
つ
い
て
、

写
真
や
道
具
な
ど
の
展
示
を
通
し
て
考
察

し
ま
す
。
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賞
金
＝
最
優
秀
賞
50
万

円
ほ
か
◆
応
募
料
＝
無
料
◆
作
品
規
格
＝

10
～
20
号
／
油
彩
・ア
ク
リ
ル
画

※

詳
細
は
当
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
！
方
舟
祭
２
０
２
２

東
北・北
海
道
の
風
景

〜
公
募
展
作
品
募
集

リ
ア
ス
・
ジ
ュ
ニ
ア

　 

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
vol.
６

９
月
22
日
㊍
〜
10
月
30
日
㊐

リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館

R
IA
S A
R
K
 M
U
SEU

M
 O
F A
R
T

ホームページＱＲコード

多
様
な
ア
ー
ト
作
品
が
無
料
で
楽
し
め
る
！

気仙沼名産と表記されているよ！
レトロなデザインがかわいい～！

▼アワビ粕漬けの古いラベル

（提供：株式会社 横田屋本店）

 

▲カツオ節の焙乾作業の様子 

（取材協力：株式会社マルヤマ） 
 

気仙沼で水揚げされた肉厚なカツオの半身！
スモークされておいしくな～れ！

 

 

２
月
11
日
㊏
〜
３
月
19
日
㊐

vol.78vol.79

N
.E

.b
lo

o
d

2
1

vol.80vol.81

【観
覧
無
料
】

 

ご来館の皆様へ  
 

当館では新型コロナウイルス感染拡大防止策を実施中です。ご来館の際はマスクの着用を必須とし、
検温・手指の消毒等にご協力ください。※マスクのない方は入館できませんのでご注意ください。

2023 年

̶開館時間̶
午前９時 30 分～午後５時

※最終入館は午後４時 30 分まで

̶休館日̶
毎週月･火曜日、祝日の翌日
年末年始・メンテナンス休館

̶常設展観覧料̶
一般：700（600）円

大学生･専門学生：600（500）円
高校生：500（400）円
小･中学生：350（250）円
※（）は 20 名以上の団体料金

̶所在・お問合せ先̶
〒988-0171気仙沼市赤岩牧沢138-5

TEL：0226-24-1611
FAX：0226-24-1448

Email：riasark.m@nifty.com
http://www.riasark.com

※展覧会期等の記載内容は都合により変更とな
る場合があります。ご利用の際は事前にチラシ
やホームページ等にてご確認ください。

❻広報「けせんぬま・もとよし広域」2022.3.1❼ 広報「けせんぬま・もとよし広域」2022.3.1



令
和
３
年
の
救
急
出
動
は
、
３
２
４
０
件

で
、
２
８
９
７
人
が
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
一
日
平
均
8.9
回
救
急
車
が
出
動
し
、

圏
域
住
民
の
約
25
人
に
１
人
が
救
急
車
を
利

用
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
前
年

と
比
較
す
る
と
、
出
動
件
数
で
１
６
３
件
、

搬
送
人
員
で
１
６
４
人
の
増
加
と
な
っ
て
い

ま
す
。

搬
送
人
員
の
割
合
と
し
て
、
事
故
種
別
で

は
急
病
が
全
体
の
約
69
％
、
年
齢
別
で
は
65
歳

以
上
の
高
齢
者
が
約
72
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
傷
病
程
度
別
で
は
入
院
加
療
が
必

要
な
重
症
が
約
16
％
、
中
等
症
が
約
48
％
に

対
し
、
入
院
加
療
を
必
要
と
し
な
い
軽
症
が

約
33
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
の
出
動
件
数
３
２
４
０
件
の
う

ち
不
搬
送
が
３
５
８
件
あ
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
緊
急
性
な
し
等
は
１
８
９
件
、

誤
報
・
い
た
ず
ら
等
に
よ
る
も
の
は
27
件
あ

り
ま
し
た
。

本
当
に
救
急
車
が
必
要
な
方
の
た
め
に
限

ら
れ
た
台
数
を
最
大
限
に
活
用
で
き
る
よ
う
、

救
急
車
の
適
正
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

宮
城
県
は
、
夜
間
・
休
日
の
急
な
病
気
や

け
が
で
、
救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か
迷
う
と
き

や
、
応
急
処
置
の
方
法
が
知
り
た
い
と
き
の

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

看
護
師
等
が
、
受
診
の
必
要
性
や
医
療
機

関
を
案
内
し
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
お
と
な
救
急
相
談
　
＃
７
１
１
９

　
平　
日　
　
19
時
〜
翌
８
時

　
土　
曜　
　
14
時
〜
翌
８
時

　
日
曜･

祝
日 
24
時
間

◆
こ
ど
も
夜
間
安
心
コ
ー
ル
＃
８
０
０
０

　
毎　
日　
　
19
時
〜
翌
８
時

第６回
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当
広
域
管
内
に
お
け
る
令
和
３
年
の
火
災

件
数
は
19
件（
前
年
比
４
件
減
）で
、昭
和
47
年

の
広
域
消
防
発
足
以
来
２
番
目
に
少
な
い
件

数
と
な
り
ま
し
た
。

火
災
に
よ
る
負
傷
者
は
２
人（
前
年
比
５
人

減
）で
し
た
が
、死
者
は
０
人
で
、４
年
続
け
て

「
火
災
に
よ
る
死
者
ゼ
ロ
」
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

火
災
種
別
は
、
建
物
火
災
が
12
件（
前
年
比

１
件
減
）、林
野
火
災
が
２
件（
同
２
件
減
）、車

両
火
災
が
０
件（
同
１
件
減
）、船
舶
火
災
が
０

件（
同
２
件
減
）、
そ
の
他
火
災
が
５
件（
同
２

件
増
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

出
火
原
因
別
で
は
、
最
も
多
い
の
が
「
ス

ト
ー
ブ
」、「
こ
た
つ
」（
各
２
件
）で
、そ
の
他
は

「
た
ば
こ
」や「
線
香
」な
ど（
各
１
件
）と
な
っ

て
い
ま
す
。

月
別
で
は
、
最
も
多
い
の
が
１
月
の
５
件
、

次
い
で
６
月
の
３
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
空
気
が
乾
燥
し
風
が
強
く
、

山
火
事
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
ま
す
。

過
去
の
山
火
事
の
主
な
原
因
は
ゴ
ミ
焼
き
や

た
き
火
、た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
に
よ
る
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。

屋
外
に
お
け
る
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。（※

野
外
焼
却
は
法
律
で
原

則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。）

総
務
省
消
防
庁
に
て
、平
成
29
年
か
ら
令
和

元
年
ま
で
の
３
年
間
に
発
生
し
た
住
宅
火
災

（
放
火
・
放
火
の
疑
い
を
除
く
）
に
お
け
る
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
効
果
を
分
析
し
た

と
こ
ろ
、設
置
し
て
い
な
い
住
宅
１
０
０
件
あ

た
り
の
死
者
の
割
合
が
11
人
な
の
に
対
し
、設

置
し
て
い
る
住
宅
１
０
０
件
あ
た
り
の
死
者

の
割
合
は
5.3
人
と
な
っ
て
お
り
、死
者
が
半
減

し
て
い
ま
し
た
。

火
災
か
ら
「
か
け
が
え
の
な
い
命
」
を
守
る

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、す
で
に
設
置
し
て
あ
る
住
宅
用
火
災

警
報
器
に
つ
い
て
は
点
検
な
ど
の
維
持
・
管

理
を
徹
底
し
、設
置
か
ら
10
年
を
目
安
に
新
し

い
も
の
と
取
り
換
え
ま
し
ょ
う
。

令
和
３
年
の
火
災
に
つ
い
て

４
年
連
続
「
火
災
死
者
ゼ
ロ
」
を
達
成

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　
　
　
設
置
効
果
に
つ
い
て

令
和
３
年
の
救
急
に
つ
い
て

救
急
車
の
適
正
利
用
に

　
　
　
　 

ご
協
力
く
だ
さ
い

山
火
事
の
防
止
に
つ
い
て

令
和
３
年
消
防
統
計

広
域
消
防

広域消防女性活躍推進
オリジナルキャラクター
（左）かなえちゃん
（右）みなみちゃん

19 1 6
121

35 8

479

6 32

2,236

297
30 0 7

156
55 10

437

11 43

2,026

302

0
件数

500

1,000

1,500

2,000

2,500

火

　
　災

自
然
災
害

水

　
　難

交

　
　通

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加

　
　害

自
損
行
為

急

　
　病

そ
の
他

令和３年
令和２年

令和３年の救急出動のうちの不搬送件数 事故種別  救急出動状況

気仙沼・本吉地域広域行政事務組合消防本部
〒988-0104  宮城県気仙沼市赤岩五駄鱈43番地２  TEL：0226-22-6689　FAX：0226-22-0119　メール：soumu@km-fire.jp　http://www.km-fire.jp/

※入賞作品22点は、5月8日（日）までリアス・アーク美術館で展示されています。

※「題名」（撮影地）
氏名（住所）の順

最優秀賞：「日本一を目指して」（魚市場）
村上　淳さん（気仙沼市）

第６回

気仙沼・南三陸

フォトコンテスト入賞作品決定‼
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「緊
急
で
す
か
？
本
当
に
⁉
」

広報
けせんぬま・もとよし広域

緊急性なし等
189件

誤報・いたずら等
27件

明らかな
死亡
85件

他車（隊）搬送
22件

その他
35件

不搬送
358件

広域
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